
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本レポートの特徴と狙い】 

◆地域（中国、欧米ほか）ごと、電池と自動車メーカー区分集計と解析！ 
◆2019総電池搭載は約 98GWh、2020年以降計画は約 300GWh超！ 
◆電池生産立地 中国、欧州、米国ほか大幅拡大計画－計画は計画！ 
◆EV電池の特性向上は頭打ち－比容量、入出力、温度とサイクル寿命！ 
◆単電池（セル）角槽型へ集約か、実績の確かな円筒と積層との棲み分け！ 
◆EVの宿命･･･ 航続距離、高速走行性と発火事故･･･ 実例で要点を紹介！ 
◆HVの燃費と EVの電費･･･ 技術ノウハウの競合で勝てるのは上位数社か！ 
◆環境規制の目標と達成･･･ EV1,000万台／年（2030）では不十分（IEA)！ 
◆EV充電電力のCO２負荷･･･ ガソリン HVと充電EVはほぼ等価のCO２／km！ 
※本書から選択と集中のビジネスモデルとそのアクションを探って頂きたい。 
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＝ 刊行にあたって ＝ 
本書は前書「EV ワールドⅡ 元素資源・正負極材と電池生産のマッチング」（2019／09 発行）の続編である。その内容を引き継いで、原材料

＞電池＞EVの流れの最終段階を扱う。本書の技術や市場のデータは、2018年から2019年を基礎としているが、この間の世界情勢の変動は激し

いものがあった。更にはCorona Virus Crisisの突発で、先行きが見えない状況となっている。 

 2019年世界で約215万台のEV＋PHVの生産と、そこに搭載された約100GWhのリチウムイオン電池は、10年前には想像もできなかったレ

ベルである。元より自動車の電動化は、化石燃料のCO２による地球温暖化の抑制が最大の目的である。一方では世界の技術と経済の中で、自動車

ビジネスの覇権争いと企業の生き残りが掛かっている。 

 本書の前半では電池の生産、技術と特性を、二次電池工学的な観点から解析し、改良点を考えて行きたい。エネルギーとパワー特性のバランス

やサイクル寿命など、現状の技術が必ずしもEV用途に十分とは言えない。原理的なブレーク・スルーと技術進歩が達成できないままで、電池の

生産計画は拡大の一途である。電池の安全性の問題も同様である。 

 本書の後半ではEVの“電費”すなわち、電池の電気エネルギーと自動車の走行kmの問題を主に扱う。ここで生ずる矛盾は、化石燃料で発電

した電気を充電して走るEVは、電気自動車ではなく、“石炭（石油）自動車”であろう。試算とデータ解析としては、EVの充電電力の“CO２負

荷”試算を行ったが、HVやFCVとの相互比較では、EVの優位性は十分とは言い難い。 

 10年後の2030年に、EVが年間1,000万台（世界）、電池の総GWhで500～800GWhに達することが一つの通過点であろう。この段階では、

ガソリン車の大部分はEV で置換えられ、CO２発生も大幅に抑制される。課題はそこまで到達できるかの“力”であろう。そのためには2020年

から対前年比130％の拡大を、10年間継続することが条件となる。 

 本書では以上の内容に関する、EV用リチウムイオン電池の実用特性や、EVの走行諸元とモード走行（JC08とWLTC）など、基本事項の解説

を行い、資料も多く収めた。 

また特別寄稿として湯進（Jin Tang）氏（MIZUHO銀行）からグローバルな視点で、EVなどの市場動向に関するコメントを頂き掲載した。技

術解析とのシナジー効果で、本書の企画テーマに迫れたものとその妥当性を期したい。 

 本書がリチウムイオン電池とEVなどに関係する方々のお役に立てれば幸いである。 

調査・執筆：菅原秀一／企画・編集：シーエムシー・リサーチ 
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【各章の内容】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容見本】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国のＥＶ用電池生産、1-2Q/2019
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Ｂ'装機総電量(GWh)

ｋＷｈ/ＥＶ

円筒型

積層型

角槽型

バスなど大型車

乗用ＥＶ

2019年 上期のＥＶ用
電池総量 21．8ＧＷｈ
（内91％が角槽型セル）

2019年通期の中国ＥＶ電池は
約８０ＧＷｈと推定（次の図表）
通期は上期＊２＝４３．６ＧＷｈ
このマッチングは要検討

 

ＣＯ２発生源、ガソリンと充電電力（１）
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ＥＶのレベル
ＨＶのレベル

ガソリン車

交流２００Ｖで
ＥＶの電池を充
電したケース

このｋｍはモード走行値
実際の走行ｋｍは異なる

 

中国のＥＶ生産台数と電池ＧＷｈ出荷
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ニッケル、コバルト系正極材のコストと性能
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はじめに（新型ウイルス克服後のEVと電池） 
１ 中国の自動車生産の状況、2020初頭 
２ リチウムイオン電池の生産と原材料供給 
３ EV化への転機と課題 
４  Coronavirus crisis.に関してIEAの見解 2020／03／23 

第１章 zEV生産と電池需要 
1.1 EVとPHV、～2018年 実績と経緯 
1.2 EVとPHV、 2019～2030年推定 
1.3 目標レベルと達成、台数と環境規制 
1.4 （関連）自動車の動力構成、単位の換算 

第２章 電池技術の多様化と集約 
2.1 技術開発と実用化 
2.2 量産電池のタイプ 
2.3 特性、比容量と比出力 
2.4 正極材の選定とコスト 
2.5 （関連）正負極材の選定 工業規格 

第３章 電池の生産と変遷 
3.1 生産品目とメーカー 
3.2 2019年段階の総GWh数 
3.3 電池メーカーとEVメーカー 
3.4 生産計画とコスト 
（Ⅰ）今後の生産計画とコスト （Ⅱ） 正極剤の元素資源 

3.5 EV以外の用途展開 
3.6 電池生産統計（経済産業省、財務省） 
3.7 電池生産と投資規模 

第４章 電池の特性と技術課題 
4.1 市販EVの電池容量kWh 
4.2 W（ワット）特性、出力と入力 
4.3 実用サイクルと温度特性 
（Ⅰ）サイクル特性と√則 （Ⅱ）温度とサイクル特性 

4.4 比容量と技術課題 
4.5 （関連）サイクルとセルの劣化 
（Ⅰ）√則によるサイクル劣化解析 （Ⅱ） 内部抵抗の変化とセルの特性 

第５章 EVの生産、販売と推移 
5.1 中国（推定と実績） 
5.2 全世界（実績） 
5.3 欧米、大形SUVの優位 
5.4 日本、HVの成果 
（Ⅰ）HVの特性と販売台数 （Ⅱ）変形HV 発電専用エンジン搭載 

5.5 化石燃料車との入換 
5.6 全世界と総合、事故率ppmほか 

第６章 EVの走行特性と“電費” 
6.1 パラメーターの選定 
6.2 燃費と電費（１）直流DC 
6.3 燃費と電費（２）交流AC 
6.4 EVの高速走行時の制約 
6.5 大形EVの急速充電 
6.6 （関連）回生充電、走行諸元ほか 
（Ⅰ）電動自動車の回生充電 （Ⅱ）走行諸元、各社データ（JC08、WLTC） 

第７章 EVの環境効果レベル 
7.1 CO2と燃費km／L 
7.2 充電電力とCO2負荷 
7.3 HVとEVの比較 
7.4 国別の環境課題 
7.5 IEAの見解 2030 
7.6 （関連）電気事業のCO2発生 

第８章 自動車のエネルギー課題 
8.1 ガソリン、充電電力と水素 
8.2 電力業界の対応 
8.3 石油業界の対応 
8.4 （関連）燃料の比エネルギーと水素H2ソース 

第９章 電池とEVの基礎事項 
9.1 電池の構造（角、円、層） 
9.2 EVの電池システムの例（図） 
9.3 電池の実用特性 
9.4 電池材料の選択 
9.5 電池とEVの安全性 
9.6 走行モードとzEVカウント 

終 章（電動化潮流を牽引する中国～「世界の電池工場」へ） 
特別寄稿 みずほ銀行 湯進    

１．NEVの普及を左右するLIB技術 
(１) 世界NEV市場の拡大 
(２) LIB技術の向上 

２．中国のEVシフト 
(１) 政策の発動 
(２) NEV市場の現状と課題 

３．中国LIB産業の成長 
(１) 政府主導の産業育成 
(２) 外資系企業の参入 
(３) 電池材料の確保 

４．EV市場と電池市場の展望～むすびにかえて 
(１) 2035年のモビリティ市場 

 

ＴＥＳＬＡ社のＥＶ生産と世界展開（２）

米国生産
～２０１９

米国生産
２０２０～

中国生産
２０２０～

中国生産
２０２＊～

欧州生産
２０２＊～

ＥＶ生産 米国　 米国　
上海
Ｓｕｐｅｒ　Ｆａｃｔｏｒｙ

上海
Ｓｕｐｅｒ　Ｆａｃｔｏｒｙ

欧州大陸内

電池生産
PANASONIC製
米　ギガセル工
場

（ＰＡＮＡＳＯＮＩＣ製）
PANASONIC製
米　ギガセル工場

ＰＡＮＡＳＯＮＩＣ
ＣＡＴＬ　中国製
（ＬＧＣ南京工場）

韓国メーカーＯＲ
新規欧州メーカー

ビジネス環境
２０１８世界
計２４．５万台

北米のＥＶ
需要次第

2020/1/7　出荷
補助金政策の推移
現地メーカー競合
日米欧メーカー競合

ＶＷなどとの競合

資金調達 自己資金 自己資金
中国銀行団３５億元
＋国営銀行１５０億元

租税公課 通常 通常 減免
優遇措置 ｚＥＶポイント ｚＥＶポイント 優遇
合弁認可 － － 認可
その他

ＴＥＳＬＡ社のＥＶの生産拠点

ビジネス環境

中国政府
との共合

ここから
実力勝負．．

世界の業界
との共合

中国政府
の優遇措置

 
 

燃料電池車（ＭＩＲＡＩ）のＣＯ２負荷、Ｆ１ Ｆ０
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ＥＶの車輌重量と電費Ｋｍ/Ｋｗｈ
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車体重量
　ｋｇ

電費
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駆動方式 ＥＶ　モデル

1490 8.05 ２Ｗ LEAF
1611 7.44 ２Ｗ T Model 3 Std
1670 7.39 ２Ｗ LEAF-e
1611 7.47 ４ＷＤ T Model 3 Lng
2300 5.27 ４ＷＤ T Model X  75D
2390 4.74 ４ＷＤ T Model X  90D
2000 4.21 ４ＷＤ ＡＵＤＩ　ｅ-ｔｒｏｎ
2215 6.10 2019　４ＷＤ T Model S Lng
2241 5.90 2019　４ＷＤ T Model S Per
2509 4.91 ４ＷＤ T Model X  Per
2458 5.23 ４ＷＤ T Model X Lng

４ＷＤ
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２ＷＤ
エコカー

低電費が目
的ではない
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ＣＯ２発生源、ＥＶと充電電力（スキーム １）

Ｃ 再生可能
エネルギー

ＷＴ、ＰＶ、水力

Ｂ 原子力発電

Ａ 化石燃料発電
石油、石炭、ＬＮＧ 電力送電網

ＥＶ充電ポイント

ＥＶ車載電池
＊＊ ｋＷｈ

ＥＶ車載電池
＊＊ ｋＷｈ

ＥＶ走行

Ｋｍ／ｋＷｈ

ＣＯ２
ｇ ／ｋＷｈ
交流電力

回
生

ＡＣ、ＤＣ
充電
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ロ
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＊今回０

劣
化

ｇ ＣＯ２
－－－－－
走行 Ｋｍ
ＷＬＴＰモード

分散発電
ＰＶ

国土拡大
送電コスト
送電技術

カーボン
ニュートラル

 


